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本書に関する情報

本書のバージ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ

ン

改訂日 変更内容

1.0 1.0 2017 年 3 月 o 初版

1.1 1.0 2017 年 7 月 o 安全上のメ ッ セージの更新

2.0 2.0 2018 年 8 月 o ソ フ ト ウ ェ ア 2.0 用に改訂
o サンプルエ リ ア及び洗浄液/廃液ド ロワー上の

安全ラベルの更新

2.1 2.0.2 2019 年 3 月 o メ ンテナンスの 「プローブアセンブ リーの清
掃」 の更新

o コバス® tデベロ ッ プ メ ン ト チャ ンネルカセ ッ
ト の取扱い方法の更新

3.0 2.1 2019 年 8 月 o 新しいワーク エ リ アの実装 - サンプルと結果
o 新しい QC 初期項目の設定
o 新しい図示コ ンセプ ト

4.0 2.1.1 2020 年 9 月 o IVDR、 規則 （EU） 2017/746 への準拠
o システムのバッ クア ッ プ手順
o 新しい安全上のメ ッ セージ
o 採血管の取扱い
o メ ンテナンスビデオ

y 改訂履歴
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5.0 2.2 2021 年 8 月 o データ アラームの詳細情報
o 新しいデータ アラーム
o 新しいデータ ア ッ プロー ド オプシ ョ ン
o 新しいバッ クア ッ プオプシ ョ ン
o e- ラ イブラ リ ワーク フ ローの更新
o e- バーコー ドの取扱いの更新
o LIS セキュ リ テ ィ の更新
o 保存時の暗号化 - 暗号化された外部ス ト レー

ジデバイスの使用を推奨し ます。
o コバス ® t 711 接続モジュールの仕様の追加
o キャ ッ プな し チューブの取扱いの仕様の追加
o 導電性の ５ ポジシ ョ ン ラ ッ クの清掃
o キュベ ッ ト 搬送の ト ラ ブルシューテ ィ ングの

更新

6.0 2.3 2023 年 3 月 o イ ラス ト 図の訂正
o 導電性の 5 ポジシ ョ ン ラ ッ クの清掃タ スク を

更新
o メ ンテナンスアクシ ョ ンの一覧を更新
o シ リ ンジ と シ リ ンジプラ ンジャーの交換に関

する新しい対話型ヘルプ
o コ ピーし たCSV フ ァ イルのMS Excelへの新規

イ ンポー ト
o QC ラ ッ クのラ ッ ク リ リース タ イムを更新
o 未測定オーダーのキャ ンセル
o 試薬の自動調製用シ リ ンジ
o 試薬カセ ッ ト の自動調製用のワーク フ ロー優

先順位
o Roche スペシャル洗浄ルールの必須更新
o HIL 依存テス ト の測定結果のコ メ ン ト につい

て
o 毎週のメ ンテナンスワーク フ ローの改善
o 項目間演算の QC 測定
o QC 初期項目
o 二次測定単位の定義
o データ アラーム情報の修正
o 検体凝固又はプローブの詰ま り に関する設定

可能なデータ アラーム
詳細については、 次のセクシ ョ ンを参照し て く
だ さい。

u  本書バージ ョ ン 6.0 での新規事項 (30) 

本書のバージ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ

ン

改訂日 変更内容

y 改訂履歴
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本書について 本書は、 コバス ® t 711 血液凝固測定装置のオペレー

ターを対象に し ています。

本書は発行時点で正確な情報を記載するよ う、 あらゆ

る努力を払って作成し ています。 ただ し、 本製品の製

造元は、 製品調査活動の結果と し て公開されている情

報を更新し、 本文書の新しいバージ ョ ンを発行する場

合があ り ます。

7.0 2.4 2025 年 3 月
o スーパーバイザーから管理者へ名前変更
o 製品は Rx Only と表示
o コバスコネクシ ョ ンモジュール (CCM) とザ

ルス タ ッ ト のイ ンサー ト は IVD のアクセサ
リーです

o ト ラ ブルシューテ ィ ングのタ スクで問題が解
決されま し た。

o Samp.C と結果の抑制の設定に関する説明が
よ り明確にな り ま し た。

o Code 128 バーコー ド ： バーコー ドの Code 
128 のサポー ト についての詳細が記載されて
います。

o 項目間演算はパススルーモー ド でサポー ト さ
れています

o 項目間演算のア ッ プロー ド ： 測定装置は、 項
目間演算情報を LIS （臨床検査情報システム）
にア ッ プロー ド する こ とができます。

o サンプルラ ッ ク を排出する前の LIS クエ リ ：
サンプルラ ッ ク を排出する前に、 未処理の
オーダーについて LIS に自動的にクエ リする
よ う に測定装置を設定できます。

o プロセス設定画面が更新されま し た
o 検査プロ フ ァ イル ： システムは検査プロ フ ァ

イルに対応し てお り、 ユーザー定義の臨床検
査の組み合わせを一度に手動でオーダーでき
ます。

o コバス ® t 711 血液凝固測定装置では、サンプ
ルバルコニーは、 オプシ ョ ンの IVD アクセサ
リーにな り ま し た。

o このシステムはク ロス ミ キシングに対応し て
います。

o システムは、 サンプルチューブの液面を
チ ェ ッ クできます。

o このシステムは、 ユーザー定義のカス タム
チューブ タ イプをサポー ト し ています。

o すべての試薬カセ ッ ト 及びすべてのラ ッ ク を
手動で排出する ト ラ ブルシューテ ィ ング作業
を追加し ま し た。

u 本書バージ ョ ン 7.0 での新規事項 (24)

本書のバージ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ

ン

改訂日 変更内容

y 改訂履歴
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参照情報 ユーザーアシス タ ンスには、 以下を含む、 すべての製

品情報が含まれています。

• ルーチン操作

• メ ンテナンス

• 安全性

• ト ラ ブルシューテ ィ ング情報

• ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レンス

• 設定情報

• 背景情報

ユーザーガイ ド は、 特にルーチン操作及び メ ンテナン

スについて記載し ています。 内容は、 通常の操作ワー

ク フ ローに従っ てま とめられています。

安全ガイ ド には重要な安全情報が含まれています。 装

置を操作する前に、 必ず安全ガイ ド をお読み く だ さ

い。

ク イ ッ ク リ フ ァ レンスガイ ドは、 特にルーチン操作に

ついて記載し ています。 ク イ ッ ク リ フ ァ レンスガイ ド

は、 通常の操作ワーク フ ローに従っ てま とめられてお

り、 情報を要約し て記載し ています。 詳細について

は、 ユーザーマニュアル又はユーザーアシス タ ンスを

参照し て く だ さい。

個人情報保護に関する通知

ユーザーアシス タ ンスをオン ラ イ ンで使用する と、 閲

覧イベン ト （閲覧済み ト ピ ッ ク と実行済み検索） 及び

IP ア ド レスが記録されます。

収集されたデータは弊社の社内使用のみを目的と し て

お り、 第三者に転送される こ とはあ り ません。 匿名化

され、 １ 年後に自動的に削除されます。

閲覧イベン ト は、 ユーザーアシス タ ンスのコ ンテンツ

や検索機能の改善を目的に分析されます。 IP ア ド レ

スは、 地域的な動向の分類に使用されます。

著作権 © 2017-2025, F. Hoffmann-La Roche Ltd. All rights 
reserved.
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連絡先

米国の場合

ロシュ関連会社 ロシュの全関連会社のリ ス ト は以下で確認できます。

「www.roche.com/about/business/roche_worldwide.
htm 」

eLabDoc 電子ユーザーマニュアルは、 Roche navify Portal の

eLabDoc e- サービスを介し てダウンロー ド できま

す。

「navifyportal.roche.com 」

詳細については、 各地域の関連会社又はロシュのサー

ビス担当者にお問い合わせ く だ さい。

ロシュ ・ ダイアグ ノ ステ ィ ッ クス株式会社
〒 108-0075 
東京都港区港南 1-2-70
品川シーズンテ ラス
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はじめに

本書は、 コバス ® t 711 血液凝固測定装置ユーザーガ

イ ド又はユーザーアシス タ ンス と一緒に使用し て く だ

さい。

操作及び メ ンテナンスに関する作業は、 ユーザーガイ

ド 及びユーザーアシス タ ンスに記載されています。

使用目的

コバス ® t 711 血液凝固測定装置は、 ヒ ト ク エン酸血

漿中を in vitro で定性的及び定量的に測定するための

完全自動化された凝固分析装置であ り、 その結果は凝

固異常の診断及び抗凝固療法のモニ タ リ ングに役立ち

ます。

コバス ® t 711 血液凝固測定装置は、 ス タ ン ド アロン

型の装置ですが、 検査室の搬送システムにも接続する

こ とができます。

IVD アクセサリーの使用目的

アクセサリーの使用目的は、 必ずし も コバス ® t 711
血液凝固測定装置に限定されません。

イ ンサー ト ザルス タ ッ ト 8 mm チューブ コバス ® t 711 血液凝固測定装置で小容量の採血管を

取り扱う ためのラ ッ ク イ ンサー ト 。
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記号と略称

製品名 別段に明記されている場合を除き、 以下の製品名及び

略称が使用されています。

本書で使用される記号

略称 以下の略称が使用されます。

製品名 説明

コバス ® t 711 血液凝固測定装置

用システムソ フ ト ウェ ア

ソ フ ト ウ ェ ア

コバス ® t 711 血液凝固測定装置 分析装置

システムク リーナー システムク リーナー

HIL テス ト HIL テス ト

y 製品名

記号 説明

o リ ス ト 項目

u 別の ト ピ ッ クへの相互参照

w 図。 図のタ イ ト ル及び図の相互参照で使用

y 表。 表のタ イ ト ル及び表の相互参照で使用

z 式。 式の相互参照で使用

k コー ド例。 コー ド タ イ ト ルと コー ドへの相
互参照で使用

q ヒ ン ト 。 正しい使用方法についての追加情
報や役立つヒ ン ト に使用

I タ スク内の追加情報

f タ スク内のアクシ ョ ンの結果

c タ スクの頻度

n タ スクの期間

d タ スクに必要な材料

j タ スクの前提条件

y 本書で使用される記号

略称 定義

ANSI 米国規格協会

CDC コバスデベロ ッ プ メ ン ト チャ ンネル

CFR 連邦規則集

CISPR 「Comité International Spécial des 
Perturbations Radioélectriques」 （国際無

線干渉特別委員会）

FCC 連邦通信委員会

ICA 循環抗凝固剤の指数

IEC 国際電気標準会議

ISO 国際標準化機構

IVD 「」 体外診断

y 略称
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IVDR 「」 体外診断用医療機器規則

LAS ラボオー ト メ ーシ ョ ンシステム

LLD 液面検知

PNP 正常プール血漿

PP 患者血漿

SOP 標準操作手順書

略称 定義

y 略称
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主なワーク フ ローの概要

主なワーク フ ローには、 消耗品と検体の管理と架設手

順及び測定結果の取扱い手順が含まれています。

q メ イ ンワーク フ ローの順番は、 特定のワーク フ

ローの必要性に基づいて設定する こ とができます。

必ず検査室の適切な基準に従い、 廃液や廃棄物を取り

扱った後は、 使い捨て手袋を交換し て く だ さい。

警告!

測定結果の遅延

メ モ リーが不足になる と、 測定結果が遅れる こ とがあ

り ます。

r アーカ イブが定期的に実行され、 古 く なった結果

が削除されている こ と を確認し て く だ さい。

r プロブレムレポー ト 、 PDF フ ァ イル、 及びスク

リーンシ ョ ッ ト などの古いデータは削除し て く だ

さい。
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w コバス ® t 711 のルーチンワーク フ ロー
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ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： 操作の前に

手順 作業内容

1 システムの起動 1. 起動が必要な場合は、 右側ド アを開き、 電源スイ ッ チ
をオンにし ます。

2. 右側ド アを閉じ ます。
3. コ ン ト ロールユニ ッ ト をオンにし ます。
4. ソ フ ト ウ ェ アのグローバルイ ン フ ォ メ ーシ ョ ンエ リ ア

で、 ﾛｸﾞｵﾝボタ ンを選択し ます。
5. ﾛｸﾞｵﾝ確認ウ ィ ン ド ウでユーザー名とパスワー ド を入

力し、 ﾛｸﾞｵﾝボタ ンを選択し ます。

q システムの起動には最大で 70 分かかる場合があり ま
す。

2 水及び廃液を確認し ます。 1. 左側ド アを開き、 洗浄液／廃液ド ロワーを引き出し ま
す。

2. 洗浄液コ ンテナエルボーコネク ターの接続を外し ます。
3. 洗浄液コ ンテナを持ち上げて洗浄液／廃液ド ロワーか

ら外し、 残量が十分ある こ と を確認し ます。 足り ない
場合は充てんし ます。

4. 洗浄液コ ンテナを洗浄液／廃液ド ロワーに架設し、 エ
ルボーコネク ターを再度接続し ます。 チューブがねじ
れないよ う に注意し て く ださい。

5. 廃液デ ィ スペンスキャ ッ プを開き、 廃液コ ンテナを持
ち上げます。 廃液コ ンテナは半分以上満たされていな
いよ う にし て く ださい。 必要に応じ て空にし ます。

6. 廃液コ ンテナを洗浄液／廃液ド ロワーに架設し、 廃液
デ ィ スペンスキャ ッ プを閉めます。

7. 洗浄液／廃液ド ロワー及び左側ド アを閉じ ます。

3 廃棄物及びシステムク リー
ナーを確認し ます。

1. 中央ド アを開き、 廃棄物ド ロワーを引き出し ます。
2. 廃棄ボ ッ クスコ ンテナが半分以上満たされていないよ

う にし て く ださい。 必要に応じ て空にし ます。
廃棄ボ ッ クスコ ンテナを空にする場合は、 必ずキュ
ベ ッ ト カウン ターボタ ンを リ セ ッ ト し て く ださい。

3. 廃棄物ド ロワーを閉じ ます。
4. システムク リーナーボ ト ルの残量は目視で確認し、 シ

ステムク リーナーボ ト ル ト レ イ よ り高 く なるよ う にし
て く ださい。 必要に応じ て、 システムク リーナーボ ト
ルを交換し ます。

5. 左側ド アを閉じ ます。

4 キュベ ッ ト を確認し ます。 1. 前面パネルを開きます。
2. ステータ スイ ンジケーターが点灯し ている こ と を確認

し ます。
3. ステータ スイ ンジケーターが消灯し ている場合、 キュ

ベ ッ ト を補充し て く ださい。
4. 前面パネルを閉じ ます。

5 タ スク及び メ ッ セージの取扱
い

1. タ スク を表示するには、 グローバルイ ン フ ォ メ ーシ ョ
ンエ リ アで アイ コ ンを選択し ます。

2. メ ッ セージを表示するには、 グローバルイ ン フ ォ メ ー
シ ョ ンエ リ アで アイ コ ンを選択し ます。

3. メ ッ セージを確認するには、 確認する メ ッ セージの隣
にある ボタ ンを選択し ます。

4. 詳細パネル下部又はﾒｯｾｰｼﾞパネル下部のいずれかに
ある確認ボタ ンを選択し、 メ ッ セージを確認し ます。

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： 操作の前に
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ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： 消耗品及び廃棄物の

管理

連続運転を確実に行 う ために、 消耗品及び廃棄物の管

理タ スク を定期的に行っ て く だ さい。

手順 作業内容

1 システム上で消耗品及び廃棄
物を確認する

1. ﾙｰﾁﾝ > 他のリ ソースを選択し ます。
2. 他のリ ソースパネルで、 精製水 （脱イオン水、 蒸留水）

タ ブ、 廃液タ ブ、 ク リーナータ ブ及びキュベ ッ ト タ ブ
に OK ステータ スが表示されている こ と を確認し ま
す。

3. 特定の消耗品又は廃棄物のステータ スを確認するには、
対応する タ ブを選択し ます。

2 水の充てん 1. 左側ド アを開き、 洗浄液／廃液ド ロワーを引き出し ま
す。

2. 洗浄液コ ンテナエルボーコネク ターの接続を外し、
チューブアダプ ターを取り外し ます。

3. 洗浄液コ ンテナを取り外し、 脱イオン水で洗い流し ま
す。

4. 洗浄液コ ンテナに脱イオン水をいっぱいまで満たし ま
す。

5. 洗浄液コ ンテナを洗浄液／廃液ド ロワーに架設し、
チューブアダプ ターを も う一度取り付け、 洗浄液コ ン
テナエルボーコネク ターを再接続し ます。 水チューブ
がねじれた り、 引っ張られた り し ないよ う にし て く だ
さい。

6. 洗浄液／廃液ド ロワー及び左側ド アを閉じ ます。

3 廃液を空にする 1. 左側ド アを開き、 洗浄液／廃液ド ロワーを引き出し ま
す。

2. 廃液デ ィ スペンスキャ ッ プを開き、 廃液コ ンテナ
キャ ッ プを取り付けます。

3. 廃液コ ンテナを持ち上げて外し、 各地域の規制に従っ
て廃液を廃棄し ます （廃液コ ンテナを取り外す前に、
コ ンテナの外側に消毒剤を塗布し て く ださい）。

4. （各地域の要件及び メ ーカーの仕様に従って） 消毒剤を
廃液コ ンテナに入れます。

5. 廃液コ ンテナを洗浄液／廃液ド ロワーに架設し、 廃液
コ ンテナキャ ッ プを取り外し、 廃液デ ィ スペンス
キャ ッ プを閉めます。

6. 洗浄液／廃液ド ロワー及び左側ド アを閉じ ます。

4 廃棄物を空にする 1. 中央ド アを開き、 廃棄物ド ロワーを引き出し ます。
2. 廃棄物バッ グ上部の紐を引っ張って、 バッ グを廃棄

ボ ッ クスコ ンテナから持ち上げて外し ます。
3. 紐を結び、 各地域の規制に従って廃棄物バッ グを廃棄

し ます。
4. 交換用バッ グを廃棄ボ ッ クスコ ンテナに取り付けます。
5. 廃棄ボ ッ クスコ ンテナ上部にカバーを取り付けます。
6. 廃棄物ド ロワーを閉じ ます。
7. 廃棄 ト レ イ を引き出し、 廃棄物を廃棄し ます。 廃棄 ト

レ イ を清掃し てから再び挿入し ます。
8. キュベ ッ ト カウン ターリ セ ッ ト ボタ ンを押し ます。
9. 中央ド アを閉じ ます。

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： 消耗品及び廃棄物の管理
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5 システムク リーナーボ ト ルの
交換 q 本アクシ ョ ンを行う前に、 システムがス タ ンバイス

テータ ス、 一時停止ステータ ス又は警告ステータ スになっ
ている こ と を確認し て く だ さい。

1. 中央ド アを開きます。
2. システムク リーナーボ ト ルチューブをチューブスロ ッ

ト から取り外し ます。
3. システムク リーナーボ ト ルをシステムク リーナーボ ト

ルチューブアダプ ターと一緒に持ち上げ、 システムク
リーナーボ ト ル ト レ イから外し ます。

4. システムク リーナーボ ト ルをシステムク リーナーボ ト
ルチューブアダプ ターから引き抜き、 装置から外し ま
す。

5. システムク リーナーボ ト ルチューブアダプ ターを交換
用システムク リーナーボ ト ルに挿入し ます。

6. システムク リーナーボ ト ル及びチューブアダプ ターを
システムク リーナーボ ト ル ト レ イに架設し ます。

7. システムク リーナーボ ト ルチューブをチューブスロ ッ
ト に再び挿入し、 中央ド アを閉じ ます。

6 キュベ ッ ト の架設 1. 前面パネルを開きます。
2. キュベ ッ ト ド ロワーを取り出し、 上下反対にし ます。
3. キュベ ッ ト ド ロワーにキュベ ッ ト を充てんし ます。
4. キュベ ッ ト ド ロワーを挿入し、 キュベ ッ ト ド ロワーパ

ネルを底部から取り外し ます。
5. キュベ ッ ト ド ロワーパネルをキュベ ッ ト ド ロワー上部

に挿入し ます。
6. 前面パネルを閉じ ます。

手順 作業内容

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： 消耗品及び廃棄物の管理
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ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： 試薬

手順 作業内容

1 試薬の有効化 1. 試薬ロ ッ ト を有効化するには、 以下を行います。
o 管理 > 試薬ロ ッ ト の有効化を選択し ます。
o 有効化する試薬の隣にある ボタ ンを選択し ま

す。
o 以下のロ ッ ト を有効化 : {0}. パネルで有効化する試

薬ロ ッ ト を選択し、 有効化ボタ ンを選択し て確定
し ます。

2 試薬カセ ッ ト の装置への架設
及び排出

1. 前面パネルを開きます。
2. ステータ スイ ンジケーターの消灯を確認し、 試薬カ

セ ッ ト ド ロワーを開きます。
3. 試薬カセ ッ ト は、 試薬カセ ッ ト ド ロワーの左側にある

架設位置に架設し て く ださい。 試薬カセ ッ ト ド ロワー
の右側にある排出位置から、 試薬カセ ッ ト を排出し ま
す。

4. 試薬カセ ッ ト ド ロワーを閉じ ます。
5. 前面パネルを閉じ ます。

3 自動調製のオーダーとキャ ン
セル

自動調製は、 試薬の詳細パネル又は試薬の自動調製オー
ダーパネルのいずれかからオーダーする こ とができます。
1. ﾙｰﾁﾝ > 試薬ステータ ス > 試薬の概要を選択し ます。
2. 自動調製する試薬を選択し ます。
3. 試薬の詳細パネルで、 試薬ボ ト ルポジシ ョ ンの隣にあ

るチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。
4. パネル下部の試薬の自動調製ボタ ンを選択し ます。
試薬の自動調製オーダーパネルから ：
1. ﾙｰﾁﾝ > 試薬ステータ ス > 試薬の自動調製オーダーを

選択し ます。
2. 試薬の自動調製オーダーパネルで自動調製する試薬カ

セ ッ ト を選択し、 実行するテス ト 回数を入力し ます。
3. すぐに自動調製をオーダーするには、 パネル下部にあ

る 直ぐに調製オプシ ョ ンを選択し、 オーダーボタ ンを
選択し ます。

自動調製オーダーをキャ ンセルするには、 試薬の自動調製
オーダーパネルでキャ ンセルする保留中のオーダーを選択
し、 オーダーをキャ ンセルボタ ンを選択し ます。

4 自動調製のための試薬下限量
の設定

自動調製又は試薬があ り ませんタ スクのために ト リ ガー値
を設定する こ とができます。
1. ﾙｰﾁﾝ > 試薬ステータ ス > 試薬の概要を選択し ます。
2. 試薬の概要パネル右下部の自動調製開始の編集ボタ ン

を選択し ます。
3. テス ト  = 欄又は mL 欄に数量を入力し てから、 保存ボ

タ ンを選択し ます。

5 試薬のマスク、 マスク解除又
は廃棄

1. ﾙｰﾁﾝ > 試薬ステータ ス > 試薬の詳細を選択し ます。
2. 試薬をマスクするには、 試薬ボ ト ルのポジシ ョ ンを選

択し、 マスクボタ ンを選択し ます。
3. 試薬のマスク を解除するには、 マスク された試薬ボ ト

ルのポジシ ョ ンを選択し、 マスク解除ボタ ンを選択し
ます。

4. 試薬カセ ッ ト 又は試薬ボ ト ルを廃棄するには、 試薬カ
セ ッ ト 又は試薬ボ ト ルを選択し、 廃棄ボタ ンを選択し
ます （元に戻すこ とはできません）。

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： 試薬
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ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： キャ リ ブレーシ ョ ン

手順 作業内容

1 キャ リ ブレータの架設 1. キャ リ ブレータが入ったチューブを適切なラ ッ クに架
設し ます。

2. ラ ッ ク を装置右側のラ ッ クスロ ッ ト に挿入し ます。
3. ラ ッ クが装置に架設され、 バーコー ドが読み取られる

まで待ちます。
4. システムに架設されている ラ ッ ク を表示するには、

ﾙｰﾁﾝ > ラ ッ ク を選択し ます。
5. キャ リ ブレータ ラ ッ ク を排出するには、 当該ラ ッ クの

隣にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 排出ボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。

2 キャ リ ブレーシ ョ ンのオー
ダー

1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し ま
す。

2. キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スパネルでキャ リ ブ
レーシ ョ ンが必要な項目を選択し、 キャ リ ブレーシ ョ
ンオーダーボタ ンを選択し ます。

3 キャ リ ブレーシ ョ ンのキャ ン
セル

1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し ま
す。

2. キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スパネルで項目を選択
し、 ボタ ンを選択し ます。
キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネルで、 キャ ンセルする
キャ リ ブレーシ ョ ンオーダーを選択し、 キャ リ ブレー
シ ョ ンのキャ ンセルボタ ンを選択し ます。

4 キャ リ ブレーシ ョ ンの削除 1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し ま
す。

2. キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スパネルで項目を選択
し、 ボタ ンを選択し ます。

3. キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネルでキャ リ ブレーシ ョ ン
を選択し、 削除ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5 キャ リ ブレーシ ョ ンのレ
ビ ュー及びリ リース

1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し ま
す。

2. キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スパネルで項目を選択
し、 ボタ ンを選択し ます。

3. キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネルでキャ リ ブレーシ ョ ン
を選択し、 ボタ ンを選択し ます。

4. 検量線タ ブ下部のリ リースボタ ンを選択し ます。

6 キャ リ ブレーシ ョ ン リ リース
の取消し

1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し ま
す。

2. キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スパネルで項目を選択
し、 ボタ ンを選択し ます。

3. キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネルで、 キャ リ ブレーシ ョ
ンビ ュータ ブ又はカセ ッ ト ビ ュータ ブを選択し ます。
キャ リ ブレーシ ョ ン又はカセ ッ ト を選択し、 ボタ ン
を選択し ます。

4. キャ リ ブレーシ ョ ン詳細 {0} {1} パネルの検量線タ ブ
下のリ リースを取り消すボタ ンを選択し ます。

7 更新キャ リ ブレーシ ョ ンの実
施

1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し ま
す。

2. キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スパネルで項目を選択
し、 ボタ ンを選択し ます。

3. キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネルのカセ ッ ト ビ ュータ ブ
又はキャ リ ブレーシ ョ ンビ ュータ ブで、 キャ リ ブレー
シ ョ ンする カセ ッ ト 又は試薬ロ ッ ト を選択し、 キャ リ
ブレーシ ョ ンを更新するボタ ンを選択し ます。

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： キャ リ ブレーシ ョ ン
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8 カセ ッ ト キャ リ ブレーシ ョ ン
の実施

1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し ま
す。

2. キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スパネルで項目を選択
し、 ボタ ンを選択し ます。

3. キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネルのカセ ッ ト ビ ュータ ブ
で LCTL を超過し たカセ ッ ト を選択し、 フルキャ リ ブ
レーシ ョ ンボタ ンを選択し ます。 又は、 キャ リ ブレー
シ ョ ンを更新するボタ ンがあれば選択し ます。

4. ロ ッ ト キャ リ ブレーシ ョ ンのタ イムリ ミ ッ ト を超過し
ま し た確認画面でカセ ッ ト キャ リ ブレーシ ョ ンボタ ン
を選択し ます。

5. カセ ッ ト キャ リ ブレーシ ョ ンの新しい行がリ ス ト に表
示されます。

6. キャ リ ブレーシ ョ ンをレビ ューするには、 キャ リ ブ
レーシ ョ ンの結果が有効ステータ スになるまで待ちま
す。 その後、 カセ ッ ト を選択し、 ボタ ンを選択し ま
す。

7. キャ リ ブレーシ ョ ン詳細 {0} {1} パネルの検量線タ ブ
又はキャ リ ブレーシ ョ ン結果詳細タ ブでキャ リ ブレー
シ ョ ンを管理し ます。 キャ リ ブレーシ ョ ン結果が使用
可能な場合は、 リ リースボタ ンを選択し ます。

9 キャ リ ブレーシ ョ ンのリ リー
ス済みステータ スへのリ セ ッ
ト

1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し ま
す。

2. キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スパネルで項目を選択
し、 ボタ ンを選択し ます。

3. キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネルで、 期限切れと なった
キャ リ ブレーシ ョ ンを選択し ます。 最新の QC で、 当
該のキャ リ ブレーシ ョ ンがまだ使用可能である こ とが
判断できる場合は、 ボタ ンを選択し ます。

4. キャ リ ブレーシ ョ ン詳細 {0} {1} パネルの検量線タ ブ
下の再リ リースボタ ンを選択し ます。

5. 再リ リース確認画面を確定し ます。

10 キャ リ ブレーシ ョ ンのリ ピー
ト ポイ ン ト の実施

1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し ま
す。

2. キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スパネルで項目を選択
し、 ボタ ンを選択し ます。

3. キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネルでキャ リ ブレーシ ョ ン
を選択し、 ボタ ンを選択し ます。

4. キャ リ ブレーシ ョ ン詳細 {0} {1} パネルで リ ス ト から
該当するキャ リ ブレーシ ョ ンポイ ン ト を選択し ます。

5. 検量線タ ブ及びキャ リ ブレーシ ョ ン結果詳細タ ブで、
キャ リ ブレーシ ョ ンポイ ン ト の結果をレビ ューし ます。

6. ポイ ン ト 再測定ボタ ンを選択し ます。

11 タ イムアウ ト の無視 1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し ま
す。

2. キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スパネルで項目を選択
し、 ボタ ンを選択し ます。

3. キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネルで、 カセ ッ ト ビ ュータ
ブを選択し ます。 タ イムアウ ト を超過し たカセ ッ ト を
選択し、 ボタ ンを選択し ます。

4. キャ リ ブレーシ ョ ン詳細 {0} {1} パネルで、 キャ リ ブ
レーシ ョ ンをレビ ューし ます。 当該のキャ リ ブレー
シ ョ ンがまだ利用可能である と判断し た場合、 検量線
タ ブで タ イムアウ ト を無視するボタ ンを選択し ます。

手順 作業内容

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： キャ リ ブレーシ ョ ン
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12 キャ リ ブレータのレビ ュー 1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し ま
す。

2. キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スパネル下部のキャ リ
ブレータのレビ ュータ スクボタ ンを選択し ます。

3. キャ リ ブレータのレビ ューパネル上部に、 フ ィ ルタ リ
ングパラ メ ーターを入力し ます。

13 ス タ ンバイキャ リ ブレーシ ョ
ンの実施

1. 測定装置に架設する試薬ロ ッ ト を管理するには、ﾙｰﾁﾝ 
> 試薬ステータ スを選択し た後に、 リ ス ト から試薬を
選択し ます。

2. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し た
後、 ス タ ンバイキャ リ ブレーシ ョ ンを実施する試薬を
選択し、 ボタ ンを選択し ます。

3. 特定の試薬ロ ッ ト に属し ている結果についてフ ィ ルタ
リ ングを行います。

4. キャ リ ブレーシ ョ ンを行う試薬ロ ッ ト の隣にある
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

5. キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネル下部のフルキャ リ ブ
レーシ ョ ンボタ ンを選択し ます。

6. キャ リ ブレーシ ョ ンが正常に完了し た場合、 有効ス
テータ スのキャ リ ブレーシ ョ ン結果が表示されます。
このキャ リ ブレーシ ョ ン結果はリ リースできます。

7. QC をオーダーするには、 有効化されていないキャ リ
ブレーシ ョ ンの隣にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、
QC のオーダーボタ ンを選択し ます。

8. QC が正常に完了し た場合は、 QC ステータ スが有効に
変わり ます。

14 ス タ ンバイキャ リ ブレーシ ョ
ンのリ リース

1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンのステータ スを選択し た
後、 リ リースするス タ ンバイキャ リ ブレーシ ョ ンの検
査を選択し ます。

2. キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネルでキャ リ ブレーシ ョ ン
を選択し、 ボタ ンを選択し ます。

3. ス タ ンバイキャ リ ブレーシ ョ ンがまだ リ リース されて
いない場合、 検量線タ ブ下部のリ リースボタ ンを選択
し ます。

手順 作業内容

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： キャ リ ブレーシ ョ ン
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ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： QC

手順 作業内容

1 QC 試料の架設 1. QC 試料が入ったチューブを適切なラ ッ クに架設し ま
す。

2. ラ ッ ク を装置右側のラ ッ ク ローデ ィ ングエ リ アのラ ッ
クスロ ッ ト に挿入し ます。

3. ラ ッ クが装置に架設され、 バーコー ドが読み取られる
まで待ちます。

4. システムに架設されている ラ ッ ク を表示するには、
ﾙｰﾁﾝ > ラ ッ ク を選択し ます。

5. QC ラ ッ ク を取り出すには、 当該ラ ッ クの隣にある
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 排出ボタ ンを ク リ ッ ク し
ます。

2 QC ロ ッ ト の管理 1. ﾙｰﾁﾝ > QC ステータ ス > QC ロ ッ ト 管理を選択し ま
す。

2. QC ロ ッ ト を有効化するには、 QC ロ ッ ト 管理パネル下
部の有効化ボタ ンを選択し ます。

3. QC ロ ッ ト を待機ステータ スに設定するには、 QC ロ ッ
ト 管理パネル下部の待機 QC に設定ボタ ンを選択し ま
す。

4. QC ロ ッ ト を無効化するには、 QC ロ ッ ト 管理パネル下
部の無効化ボタ ンを選択し ます。

3 ルーチン QC のオーダー 1. ﾙｰﾁﾝ > QC ステータ スを選択し ます。
2. QC ステータ スパネルで、 QC が必要な項目の隣にある

チ ェ ッ クボ ッ クス （又は QC 試料の隣にあるチ ェ ッ ク
ボ ッ クス） を選択し、 QC のオーダーボタ ンを選択し
ます。

4 準備 QC のオーダー 1. ﾙｰﾁﾝ > キャ リ ブレーシ ョ ンステータ スを選択し ます。
2. キャ リ ブレーシ ョ ンステータ スパネルで、 準備 QC を

実施するテス ト を選択し、 ボタ ンを選択し ます。
3. キャ リ ブレーシ ョ ン一覧パネルで、 キャ リ ブレーシ ョ

ンビ ュータ ブの有効化されていないキャ リ ブレーシ ョ
ン、 又はカセ ッ ト ビ ュータ ブの架設済みで未使用の試
薬カセ ッ ト を選択し、 QC のオーダーボタ ンを選択し
ます。

5 待機 QC のオーダー 1. ﾙｰﾁﾝ > QC ステータ スを選択し ます。
2. QC ステータ スパネルで、 QC 試料の隣にあるチ ェ ッ ク

ボ ッ クスを選択し ます。
3. QC ステータ スパネル下部の待機 QC をオーダーボタ

ンを選択し ます。

6 QC オーダーのキャ ンセル 1. ﾙｰﾁﾝ > QC ステータ スを選択し ます。
2. QC ステータ スパネルで、 QC 試料の隣にあるチ ェ ッ ク

ボ ッ クスを選択し ます。
3. ルーチン QC 又は準備 QC をキャ ンセルするには、 QC

ステータ スパネル下部の QC のキャ ンセルボタ ンを選
択し ます。

4. 待機 QC をキャ ンセルするには、 QC ステータ スパネ
ル下部の待機 QC のキャ ンセルボタ ンを選択し ます。

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： QC
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7 QC のレビ ュー 1. ﾙｰﾁﾝ > QC ステータ スを選択し ます。
2. QC ステータ スワーク エ リ アで、 項目の隣にある

チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 ボタ ンを選択し ます。
3. QC 結果の詳細 : パネルで結果及び詳細を管理し ます。
4. QC 結果の詳細 : パネルで、 結果及び詳細が期待され

る範囲内と なるよ う に管理し ます。
5. Levey-Jennings chart パネルから、 以下のアクシ ョ

ンを行う こ とができます。
o 結果を統計から除外する
o QC 結果の LIS への送信
o QC試料のQCレベルステータ スを期限切れステータ

スに設定し ます。

8 QC 目標範囲の設定 1. ﾙｰﾁﾝ > QC ステータ スを選択し ます。
2. QC ステータ スパネルで、 項目の隣にあるチ ェ ッ ク

ボ ッ クスを選択し、 ボタ ンを選択し ます。
3. Levey-Jennings chart パネルで、 QC 試料を選択し、

目標範囲の設定ボタ ンを選択し ます。
4. 目標範囲の設定ダイアログボ ッ クスで範囲オプシ ョ ン

を選択し、 保存ボタ ンを選択し ます。

手順 作業内容

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： QC
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ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： テス ト オーダー及び

ラ ッ クの取扱い

検体の測定を行う には、 検体が本装置に架設され、 当

該検体のテス ト がオーダーされる必要があ り ます。

手順 作業内容

1 テス ト オーダー 1. サンプルと結果タ ブを選択し ます。
2. サンプルと結果パネルで、 テス ト 対象の検体の隣にあ

るチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。
3. ルーチン検体を STAT に変更するには、 サンプルと結

果パネル又は検体詳細 '{0}' パネルの STAT ボタ ンを選
択し ます。

4. テス ト をオーダーするには、 サンプルと結果パネル下
部のマニュアルオーダーボタ ンを選択し ます。

5. 検体 '{0}' のオーダー手入力パネルで利用可能な項目の
ボタ ンを選択し、 オーダーボタ ンを選択し ます。

2 バーコー ド な しの検体の作成 1. ﾙｰﾁﾝ > ラ ッ ク を選択し ます。
2. ラ ッ クの概要パネル下部のマニュアル入力ボタ ンを選

択し ます。
3. マニュアル入力パネルで、 バーコー ド な しの検体があ

るポジシ ョ ンのラ ッ ク  ID: 欄及び検体 ID: 欄に入力し
ます。

4. 保存ボタ ンを選択し、 ダイアログボ ッ クス内で検体 ID
が正しい位置に入力されている こ と を確認し ます。

3 サンプルラ ッ クの架設及び排
出

 

1. 採血管をサンプルラ ッ クに架設し ます。
2. ラ ッ ク ローデ ィ ングエ リ アのラ ッ クスロ ッ ト の １ つに

サンプルラ ッ ク を置いて く ださい。
3. サンプルラ ッ クのステータ スを表示するには、 ﾙｰﾁﾝ 

> ラ ッ ク を選択し ます。
4. ラ ッ クにある採血管のステータ スを個別に表示するに

は、 ラ ッ クパネルで、 サンプルラ ッ クの隣にある
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 ボタ ンを選択し ます。

5. サンプルラ ッ ク を排出するには、 以下のいずれかのパ
ネルの排出ボタ ンを選択し ます。
o ラ ッ クの概要
o ラ ッ クの詳細
o サンプルと結果

6. サンプルラ ッ ク を削除するには、 ラ ッ クパネル下部の
削除ボタ ンを選択し ます。

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： テス ト オーダー
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4 ラ ッ ク ト レ イの架設及び排出 q 本セクシ ョ ンは、 サンプルバルコニーを装備し た測
定装置にのみ適用されます。

1. 空のラ ッ ク ト レ イ をサンプルバルコニーの検体排出部
の位置に架設し ます。

2. 採血管をサンプルラ ッ クに架設し、 サンプルラ ッ ク を
ラ ッ ク ト レ イに架設し ます。

3. ラ ッ ク ト レ イハン ドルを装置前面に向けた状態で、 サ
ンプルラ ッ クの入ったラ ッ ク ト レ イ を検体投入部に架
設し ます。

4. ラ ッ ク ト レ イ を取り出すには、 サンプルラ ッ クのラ ッ
ク ト レ イへの排出が終了し、 ラ ッ ク ト レ イが検体排出
部から持ち上げられるまで待ちます。

q ラ ッ ク ト レ イが架設又は排出可能になる と、 ステー
タ スイ ンジケーターによ って示されます。

手順 作業内容

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： テス ト オーダー
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ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： 結果の取扱い

結果の表示、 承認、 再測定のオーダー及びレポー ト の

作成には、 結果管理ツールを使用し て く だ さい。

手順 作業内容

1 結果の取扱い 1. 検体の測定結果を表示するには、 サンプルと結果タ ブ
を選択し ます。

2. 検体の詳細を表示するには、 サンプルと結果パネルで
検体の隣にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 ボタ ン
を選択し ます。

3. 特定の項目の詳細を表示するには、 検体詳細 '{0}' パネ
ルでその項目の隣にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、

ボタ ンを選択し ます。
4. テス ト 結果をマニュアルで承認するには、 検体詳細 

'{0}' パネルで項目の隣にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し、 承認ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. 再測定をオーダーするには、 検体詳細 : パネルで、 項
目の隣にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 再測定ボタ
ンを選択し ます。

6. 結果を LIS に送信するには、 項目の隣にあるチ ェ ッ ク
ボ ッ クスを選択し、 送信ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

7. 結果を削除するには、 項目の隣にあるチ ェ ッ クボ ッ ク
スを選択し、 削除ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

8. すべてのテス ト 結果を承認するには、 すべてを承認す
るボタ ンを選択し ます。

9. 別のテス ト オーダーを作成するには、 マニュアルオー
ダーボタ ンを選択し ます。

2 レポー ト の作成及び印刷 1. グ リ ッ ド レポー ト を作成するには、 パネル上部の
ド ロ ッ プダウン リ ス ト を選択し ます。

o ド ロ ッ プダウン リ ス ト から、CSV フ ァ イルを印刷す
るか、 エクスポー ト するかを選択し ます。

2. 定義レポー ト を作成するには、 パネル下部 （該当する
場合） でレポー ト 印刷ボタ ンを選択し ます。
o PDF エクスポー ト を行う場合、 印刷オプシ ョ ンを選

択し ます。
3. システムに保存されているレポー ト を管理するには、

管理 > スク リーンシ ョ ッ ト と フ ァ イル管理を選択し ま
す。

3 累積 QC レポー ト の印刷 1. ﾙｰﾁﾝ > QC ステータ スを選択し ます。
2. QC ステータ スパネル上部で、 ド ロ ッ プダウン リ ス

ト を選択し、 累積 QC レポー ト を印刷するボタ ンを選
択し ます。

3. 時間を選択確認画面で、 レポー ト する期間を定義し、
印刷ボタ ンを選択し ます。

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： 結果の取扱い
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ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： フ ァ ク ターパラ レ リ

ズム測定結果の取扱い

フ ァ ク ターパラ レ リズムテス ト の場合、 測定結果の表

示と送信、 希釈測定の追加及びレポー ト の作成を実行

できます。

手順 作業内容

1 フ ァ ク ターパラ レ リズム測定
結果の表示及び送信

1. サンプルと結果タ ブを選択し ます。
2. サンプルと結果パネルで、 検体の隣にあるチ ェ ッ ク

ボ ッ クスを選択し、 ボタ ンを選択し ます。
3. 検体詳細 '{0}' パネルで、 項目の隣にあるチ ェ ッ クボ ッ

クスを選択し、 ボタ ンを選択し ます。
4. フ ァ ク ターパラ レ リズム {0} の結果パネルで、 希釈反

応曲線及びフ ァ ク ターパラ レ リズム判定基準計算を確
認し ます。

5. パネル左側の概要から、 LIS に報告する値を選択し、
送信ボタ ンを選択し ます。

2 フ ァ ク ターパラ レ リズムテス
ト への希釈測定の追加

1. サンプルと結果タ ブを選択し ます。
2. サンプルと結果パネルで、 検体の隣にあるチ ェ ッ ク

ボ ッ クスを選択し、 ボタ ンを選択し ます。
3. 検体詳細 '{0}' パネルで、 項目の隣にあるチ ェ ッ クボ ッ

クスを選択し、 ボタ ンを選択し ます。
4. フ ァ ク ターパラ レ リズム {0} の結果パネルで、 測定を

追加するボタ ンを選択し ます。
5. フ ァ ク ターパラ レ リズム希釈確認画面で、 希釈及び追

加測定の希釈ご との再測定回数を選択し、 確認ボタ ン
を選択し ます。

3 フ ァ ク ターパラ レ リズムテス
ト レポー ト の作成及び印刷

1. サンプルと結果タ ブを選択し ます。
2. サンプルと結果パネルで、 フ ァ ク ターパラ レ リズムテ

ス ト を実行し た検体の隣にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選
択し て、 ボタ ンを選択し ます。

3. 検体詳細 '{0}' パネルで、 項目の隣にあるチ ェ ッ クボ ッ
クスを選択し、 ボタ ンを選択し ます。

4. 検体測定詳細パネルで、 ド ロ ッ プダウン リ ス ト を選
択し、 フ ァ ク ターパラ レ リズム詳細印刷ボタ ンを選択
し ます。

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： フ ァ ク ターパラ レ リズム測定結果の取扱い
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ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： ク ロス ミ キシング検

査結果の取り扱い

ク ロス ミ キシング検査の結果を表示及び比較できま

す。

手順 ユーザーアクシ ョ ン

1 ク ロス ミ キシング検査結果の
表示

1. サンプルと結果タ ブを選択し ます。
2. サンプルと結果パネルで、 ク ロス ミ キシング検査を

オーダーする検体の隣にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し、 ボタ ンを選択し ます。

3. 検体詳細 '{0}' パネルで、 ク ロス ミ キシング検査の測定
結果の隣にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 ボタ ン
を選択し ます。

4. ク ロス ミ キシング検査 {0} の結果 : {1} パネルで、 各混
合物の検査の結果のほか、 ロスナーイ ンデッ クスの結
果とパーセン ト 補正が設定されている場合はそれら を
表示できます。

2 即時反応ク ロス ミ キシング検
査の結果と遅発反応ク ロス ミ
キシング検査の結果を比較し、
その逆も同様です。

1. 比較する検査結果の選択ド ロ ッ プダウン リ ス ト から、
表示されている結果と比較する ク ロス ミ キシング検査
結果を選択し ます。

3 混合物の詳細の表示 1. 混合物の検査の結果の詳細を表示するには、 結果のリ
ス ト から結果を選択し てから、 混合物測定の詳細タ ブ
を選択し ます。

y ク イ ッ ク リ フ ァ レンス ： ク ロス ミ キシング検査結果の処理
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